口 lOns&r sound, vision, sou I 


AV マルチチヤンネルアンプ 

VSA-AX1 AH 


Advanced MCACC 纖 
PC 表示用アプ ij ケーシヨンソフト 



この取扱説明書について 


VSA - AX 1 AH の Advanced MCACC で測定した部屋の残響周波数特性データ 
を、お客様のノ くソコンで表示する専用アプ U ケーシヨンソフトの取扱説明書です。 
インス!-ール方法から困ったとさの対処まで、同アプ U ケーシヨンを使うとさの情報 
び記載されています。なお、アプ U ケーシヨン使用の際は製品本体の操作わ必要で 
すので、製品に付属の取扱説明書わあわせてご覧 < ださい。 


巧扱説明書 


アプ U ケーシヨン 
に03て 


アプリケーシヨンの製品本巧の操作とアプリケーシヨンの 


V ンストール 


ケーブルの接続 操作 


グラフの見かた 


その化の機能 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 


困つたとを 

















Advanced MCACC アプリケーシヨンについて 


Advanced MCACC アプ U ケーションソフトの機能は、製品本体の機能 「Reverb View 」 《 （^ 
VSA-AXl AH 取扱説明書 67 ページ参照)と同じ目的で使われる機能で、視聴環境の残響特性を 
グラフ表示するものです。パソコンを使うことで、グラフをより美しくわかりやすく表示するこ 
とびでさます。 

《 「Reverb View 」 は 「Manual MCACC 」 の 「EQ Professional 」 メニユーです。 

■アプリケーションを使用ずるための PC 環境の必要条件 

•Operatin 呂 System び、 Microsoft ⑨ 「 Wind 日 ws ⑥ Vista 」、「 Windows ⑥ XP 」、「 Wind 日 ws ⑥ 2 日日日」、 

「 Windows® Millennium Edition 」、「 Windows® 98 Second Edition」、「Windows NT® 4 . 日 (Service Pack 
6 )」のいずれかであること 

•CPU び Pentium 3/300 MHzl ； ( 上か、 AMD K6/300 MHzl ； ( 上(または 1 日日〇/〇互換性のある CPU) であること 

•メモ U — び ] 28 MB じ(上であること 

•画像解像度び8日日X6日日ドットじ(上であること 

- RS-232C ポートを搭載していること （ C 日 M ポートの設定についてはノ くソコンメーカーへお問い合わせください） 

Microsoft® 、 Windows® XP 、 Windows® 2000 、 Windows® Millennium 
Edition 、 Windows® 98 、 WindowsNT® は米国 Micros 日 ft corporation® 
米国およびその他の国における登録商標または商標です。 


■アプリケーシヨンの主な特長 

1 . 部屋の残響周波数特性を3次元グラフで表示します。 

(視聴環境の周波数特性補正前表示） 

2. 視聴環境の周波数特性補正後の残響周波数特性を3次元グラフで表示することびでさま 
す。 

3. グラフの表示方法をさまざまに変更でさます。 

4. 測定した残響特性データをパソコンに保存でさます。 

5. 測定時の部屋の状況を記録でさるメモ機能びあります。 

6. グラフを印刷することびでさます。 


■アプリケーションの活用方法 

1. 製品本体の機能の 「Advanced EQ Setup 」（^ VSA - AX 1 AH 取扱説明書 67 ぺージ参照) 
を行ラとさ、どの時間位置で補正を行ラかを手動で設定でさますび、その時間位置を決定 
するために、本アプ U ケーションのグラフを参考にすることびでさます。 

詳しくは、 ►グラ フの見かた （ 13ページ) をご覧ください。 


2. 部屋の残響特性の乱れは正確な音場再現の障害となります。グラフ表示機能は、視聴環境 
の残響周波数特性を目で確認でさる、強力なツールとなります。また、お客様び残響対策 
のために施した吸音材などの効果を、目で確認することびでさます。 

詳しくは、 ►グラ フの見かた （ 13ページ) をご覧ください。 


アプリケーシヨン 
に03て 
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アプリケーシヨンのインストール 


表紙へ© 


ダウン□ー ドしたインス I -ーラー^を使って、お客様のパソコンヘアプ U ケーションをインス 
トールします。 

※インス I -ーラーファイルはお客様びダウン□ー ドした際に指定したフオルダに保をされています。 

①インストーラーファイル 國 

[ PioneerAdvancedMCACC 」_ ver _*_*. exe ] ※をダブルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

※ファイル名称の " ve 「_*_* "に表示される数値ま、インス! -- ラーファイルのパ'-ジョンを表します。 

③[次へ]を選ぶ。 



Pioneer fl 
へ上うこモ 


Advanced MCACC 巧の InstallShield ウけ，ード 


InstallShield(R) ウイサ■■'ード!ま、 Pioneer Advanced MCACC き 
] ンピュ-うにインスト-ルします。じお■^]刺リ川して、情巧してください。 


:…货腸…' 


キ t ンセル^ 


③（使用許諾契約の内容に同意した！ 5) [はい]を選ぶ。 




可 


任田をま巧め 

放の鸦品情吊评諾契約をま意课くお請みください。 



契約の邸 J の部姑き請むには、 [Page Down] 卜き巧してください。 
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V つトウ X アエンドユ ーザーライたンス契約 

本 V つトウ: L アエンドユーザーライ iz ンス契約化 TFr 本契約」といしホす)は 、 J H ■すニアの AV 7 ンブ 
(レシーバー)鸦品の正当な巧ちをであるお客樣(けロヴラム」きインストールする f 固人あリ f 固人 W 
巧表してし &をての;主人単巧却ん ホす) a ；^ 下「お客穂」といしホす)と J てイすこアが巧会な a ；^ 下「 

J てイすニア」としり)との間で佈捐されます。 

おち穂げ■けロヴラム J をたットアッづもし<はインストールする手続きを取ることは、お客穂び■本ライ t 
ンス契約のをての条件きを記したとみなされます。けロヴラム」のち’ウンロードと情みまたはその，_! 

前述の鸦品情吊旨おち契約のすべての条巧に同意しますかで [U し1え柿うンを遇巧すると、セット了の巧中止 
します。 Pioneer Advanced MCACC をインスト-ルするには、この契約に同意する也要び■あリます。 


:戻るを）」 はいが) 


いし1えが）」 


インストール先の選択画面になります。 


困つたとを 


j をダブルク IJ ックするとエラ~表示び出て、インス I ルでさない。 
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アプリケーシヨンの 
V ンストール 
































r アプリケーシヨンのインストール（つづき ） j 

④[次へ]を選ぶ。 



「インス I -ール先のフオルダ」にある場所にアプ U ケーションびインス I -ールされ、デスク 
トップに^ショートカットアイコンび作成されます。[参照]をク U ックすると、インス!-一 
ル場所を変更でさます。 

⑥[完了]を選ぶ。 



アプリ ケーシヨンのインス I -ールを終了します。 


アプリケーシヨンの 
V ンストール 
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裝品本巧の操かとケーブルの接続 


製品本体で測定する残響特性データをパソコンで表示するために、本体とパソコンの接続を行い 
ます。接続は残響特性の測定前に行ってください。 


①製品本体とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続ずる。 

A 

整化 


機器の接続、変更を行ラ場合は必ず接続するすべての機器の電源を切り、電源コード 
をコンセントから抜いてください。電源コードは最後に接続してください。 


RS-232C 


RS-232C 




メスーメス 
ク□スタイプケーブル 






) 〇 〇 oif 署―教春感參聲圆因<§> ) I 


VSA-AX1AH 



•使用するケーブル•勺まメスーメス、ク□スタイプです。ただし、メーカーによって呼称び異な 
るため、インター U ンク、 U バースタイプなどと呼ばれることわあります。 

※使用できる RS -232 C ケーブルの結線図のパターン 



2 - 

3 - 

4 - 
己- 
巨- 

7 - 

8 - 
フレーム- 

D - sub 9 pin メス 


■3 
■2 
■巨 
■己 
■4 
■8 
■7 

-フレーム 

D - sub 9 pin メス 


• ii (下のケーブルで動作確認済です。 


メーカー名 

ケーブル型番 

(株)アク□ス 

ADR 226 

ヴンワサプライ（株） 

KR 丄 K 3 


製品本巧の操作と 
ケーブルの接続 


己 
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製品本体の操作とケーブルの接続（つづき リ 


EQ 補正後の部屋の残響特性を測定したいときは、あらかじめ [Auto MCACCP を行って 
から [EQ ON ] を選んで測定します。 (一18ぺ~ジ) 

※[日 ption ] の [Auto Mode ] は [ ALL ] または [ALUKeep SPse け in 呂)] で行ってくださし、（与 VSA-AXl AH 取 
扱説明書 ] 2、 6] ぺージ参照） 


3e1.Reverb Measurement 


MCACC: M1.MEMORY 1 
Measure with ◄ ■*■•】— ► 
Setting Start? [OK] 

ろ ： Cancel 


③測定終了後、 OSD 画面上で [Reverb Output PC ] を選ぶ。 

に tart the MCACC application on your PC ] と表示されて、パソコンへデータ転送す 
るスタンノ くイ状態になります。 


3e.EQ Professional 


1 . Reverb Measurement 

2. Reverb View 

jcil : なリ北 •■■Jill «iffl 

4.Advanced EQ Setup 


ENTER:Next を ： Return 


3e3.Reverb Output 

PC 

な Start the MCACC 


application on your PC 


を : Cancel 


上で、測定データのパソコンへの転送準備は終了です。 

(与次ページ「アプ IJ ケーシヨンの操作」へ進んで、データ転送を行います。） 
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③製品本体の操作で [Manual MCACC ] の [EQ Professional ] を選んでか!5 
[Reverb Measurement ] を選び、部屋の残響特性を測定ずる。 

(与 VSA - AX 1 AH 取扱説明書69ぺージ参照） 

[Auto MCACCP を行っても残響特性の測定および結果の受信は可能ですび、周波数特性 
の補正まですべて自動で行うので [Reverb Measurement ] に比べて時間びかかります。 

※[日 ption ] の [Auto Mode ] で [ ALL]、[ALUKeep SPse け in 呂)]または [Aco Cal EQ Pro .] を選んだときの 
み残響を考慮した自動補正を行います。 

部屋の残響特性を測定したいとさは [ EQ 日 FF ] を選びます。 


3e1.Reverb Measurement 
MCACC: M1.MEMORY 1 


EQ OFF 


Setting Start? [OK] 


±D : Cancel 


製品本巧の操作と 
ケーブルの接続 


















アプ y ケーシヨンの操伟 


測定データの受信から、グラフ表示、データの保存までを行います。 


■測定 データの 受信 


①パソコンのデスクトップに表示されているアプリケーシヨンの幽シヨート 
カットアイコンをダブルクリックずる。※ 

アプリ ケーシヨンび開さます。 

※または、 [ START ] メニユーから 口□グラム]一 [Pioneer Corporation ] 一 [Advanced MCACC ] を選びます。 

③メニューパーの [ File ] か!5 [ Receive ] を選ぶ。 



③ RS -232 C を接続している COM ポート番号^を選択して [0 K ] を選ぶ c 

※(:日 M ポート番号びわからない場合は、に日 Ml ] から順番に選んで実行してみてください。 


COM ポート番号の 
選択ボックス 



データの受信び開始されます。（データ転送時間:約]日秒） 


Advanced MCACC 



終了すると、受信したデータびグラフ表示されます。 

の 

• C 日 M ポートの設定については、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 

•誤動作防止のため、データ通信完了樹まパソコンと製品本体を接続している RS -232 C ケーブ 
ルを外しておいてください。 . 


困つたとを 


► [ Receive ] を選んだとき、エラー表示び出てデ~夕を転送できない。 
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アプ U ケーシヨンの 
操作 


























アプリケーションの操作（つづき）) 


2007.06 .07 10:33 


口 lonccr 





Copyright た )2003-2004 Pioneer Corporation. All Rights Reserved 


■グラフ表示(各部の名称と機能） 

測定データを受信すると、はじめに全チャンネルのグラフび一覧表示 (ALL 表示)されます。 
下、 ALL 表示と個別表示の各部について説明します。 

ALL 表示 

1 _I- File(F) Edit(E) Display(D) Window(W) Help(H) 二虹 却 

— ^~ な I 固 kl 昼に I I |P| 201301 A| 田 I ..1 


‘ Freq 


ド LL ふ 

zjJ 」_!] 
mjlI 」 _l1 
E 山 42； 

R 叫 2# 

Bar Graph 


個別表示（例 ： Front L チャンネルを指定した表示) 



8 

9 

10 


已 


12 


6 

7 


8 



Legend 
16k 
_ 8k 
4k 
2k 
Ik 
500 
250 
125 
63 



アプ u ケーシヨンの 
操作 


31 J 


1—41 


21 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


阜 1 Cascade 

ファイルを重ねて表示する^ 

円 1 Tile 

ファイルを並べて表示する^ 

.■■1 Arrange 

最小化されたアイコンを整列する^ 


※複数のファイルを開いたとさに実行でさます。 


Help 

1 

Version Info 

アプ U ケーションのノ くージョン情報を表示する 


2. 曰付/時刻表示 

測定データをパソコンへ転送した日付と時刻を表示します。 

3. チャンネルと周液数切り換えボタン 

Ch : チャンネルを指定する表示モード（グラフの奥行さ軸に周波数び表示されます。） 

Freq : 周波数を指定する表示 f ー ド（グラフの奥行き軸にチャンネルび表示されます。） 

続< 表紙へ e 


1 . メニユーバー/メニユーアイコン 

それぞれのメニユーで、(下の項目を実行でさます。 


File 


み Op 目。 

ノ（ソコンに保をしたファイルを呼び出す 卜] 2 ぺージ） 

Close 

ファイルを閉じる 

図 Save 

測定データをファイルに保をする （一]]ぺージ） 

Save As 

イ Receive 

測定データを受信する （一 7 ページ） 

錢 j Print 

表示している個別表示グラフをプ U ントアウトする 

位 1 Preview 

プ U ント時のプレビュー画面を表示する 

Other Amp 
Parameters 

各種データを受信する （一 19 ページ） 

Exit 

アプ U ケーシヨンを終了する 


Display 

1 

か / Graph (G) ► | 

2D (2 次元グラフ）と 

3D (3 次元グラフ）を切り換える 


Graph 

2D 1 ail 

Demo 

3 次元グラフを回転表示させる^ 


※終了するには、もう一度選んでチェックマークを外します。 


Window 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


4. 一覧表示/個別表示切り換えメニュー 

一覧表示 ( ALL ) や個別表示 (Front L など）を選んで、表示したいグラフを指定します。 

5. Level [ dB ] 

レベル軸です。 

6. Time[msecj 

時間軸です。 

7. Channel memo (チャンネル表示時のみ） 

各チャンネルごとに簡単なメ f を記録でさます。 

8. グラフ表示調整バー 

Z 丄 evel W 巳]目盛りの表示単位を拡大/縮ルします。 

M 丄 evel W 巳]目盛りの表示位置を移動します。 

E : 3次元グラフの視点を垂直方向に移動します。 （2 D 表示のとさは変更でさません。） 

R :3 次元グラフの視点を水平方向に移動します。 （2 D 表示のとさは変更でさません。） 

9. Bar Graph 

グラフの表示方法を変更します。押すたびに帯グラフ表示と棒グラフ表示び切り換わります。 

FteifS E*(ES 化 ptoyt 的 WlwfcWW) HofcHH) _ S 心 

与巡 _ 1 J S. 可— _ 

;2007.06.0710:33 



10. Hie memo 

測定時の状況など、ファイルについてのメ f を記録でさます。 

1 1 . Freq [ Hz]/Channel 

チャンネル指定表示では Freq (周波数)軸、周波数指定表示では Channel (チャンネル)軸にな 
ります。 

1 2. Legend 

グラフの色び、どのチヤンネル/周波数に対応しているかを示します。 
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アプ U ケーシヨンの 
操作 










アプリケーションの操作（つづき）) 


■グラフの保存 

製品本体から受信した測定データをパソコンに保存します。受信]回分のデータを]つのフアイ 
ルに保存でさます。 

①測定データを保存ずるには、 [ File ] か!5に ave ] ^を選ぶ。 

※一度保存したデータを再保存するとき、上書きせずに保存するにはに ave As ] を選んで 
<ださい。 


段 Open 做 .'. CtH+O 

Close 做 

Save AsCA)... 

Receive(R) 

藝 Print(P) 

臣 ^ PreviewCV) 

Other Amp Para meters (P) 


Ex it 00 


③保存ずる場所を確認し、ファイルに名称を付けて[保存]を選ぶ。 

ファイルは、 CSV 形式な広張テは [ CSV ]) で保存してください。 

なお、測定データの受信び終了してファイルを保存したら、製品本体の操作に戻り、辰る]ボタン 
を押して転送待ち状態 (Start the MCACC application on your PC 表示状態)を終了してく 
ださい。 (=^ VSA - AX 1 AH 取扱説明書71ページ参照） 


•保存した CSV 形式ファイルは、他のアプ U ケーシヨンソフトを使って測定データの数値表とし 
て見ることわでさます。 

ただし、他のアプ U ケーシヨンでファイルを編集して保存した場合、 Advanced MCACC アプ 
U ケーシヨンではそのファイルを正しく開けなくなることびありますので、ご注意ください。 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


■保存した測定データの呼び出し 

複数のファイルを表示して、データを比較することびでさます。 

①メニューバーの [ File ] か! 5[0 pen ] を 選ぶ。 



③表示ずるファイルを選択して欄く]を選ぶ。 

過去に保存した測定データびグラフ表示されます。 

■アプリケーションの終了 
① [ File ] か引 Exit ] を選ぶ。 




ぷ Open り 〉.— a か 0 

/V' Receive の 

Other Amp Parameters(P) ► 


けを) 


アプリ ケーシヨンを終了します。 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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-> -> 

時間 時間 


の 

•おい周波数帯域は群遅延特性の影響で日 ms 付近の立ち上びりび鈍くなる場合びあります。 
•グラフび表示範囲外にあったり、範囲内のざりざりにある場合は、グラフ表示調整バーの Z 
( Zoom ) を操作してレベルの表示範囲を変更すると、グラフ全体を表示でさます。 

•各スピーカーの「距離と能率の差」による「ディレイとレベル差」は、グラフを見やすくするため、 
補正されたものを表示します。レベルについては本体で設定したチャンネルレベルび反映され 
るので、あらかじめ [Auto MCACC ] の [ ALL ] またはに hannel Level ] でレベルを補正してから 
残響測定をしてください。 

•各周波数帯で出カレベルに大きな差びある(周波数特性の乱れび大きい)場合でも、製品本体の 
機能 「Acoustic Cal EQ 」 の ALL CH ADJUST 補正を行うことによって、チャンネルごとの周 
波数特性をフラットにおづけることびできます。(与 VSA - AX 1 AH 取扱説明書61ぺージ参照) 
•製品本体の機能 「Acoustic Cal EQ 」 の補正値を、パソコンに表示されたグラフ上のレベルから 
算出することは困難です 。 （「Acoustic Cal EQ 」 の自動設定では、 EQ のバンド間干渉や分析フィ 
ルタの特性を考慮して、理想的な特性になるよラに補正しています。） 


グラフの見かた 


2ぺージの「アプ U ケーシヨンの活用方法」にもあるように、製品本体の機能 「Advanced EQ 
Setup 」 で補正時間位置を決定するときや、部屋の残響対策の効果を確認するときに、このグラフ 
を参考にでさます。 

■歹美響特性グラフの見かた 

このグラフは、スピーカーから一定のテストノイズを出力し続けたときのマイク入カレベルの時 
間変移を示したものです D 

•まったく残響のない場合は、下図 A のようになります。 

•残響びある場合は、徐々に音響パワーび累積されて下図巳のようになります。 
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グラフの見かた 


A — 

レベル 


<— 

レベル 







グラフの見かた（つづさ） I 


Ago Cal EQ Pro . の 
補正時間領域 （Advanced 
EQ Setup では選択可能） 


Acoustic Cal EQ の 
補正時間領域（固定） 


-> 

0 80 160 時間 [ ms ] 

補正時間位置の設定は、測定した残響特性のグラフを見て、(下のノ（夕ーン1〜3を参考に決めます。 

パターン1 . お域と高域で残響特性が異なる場合 

図2のよラな残響特性の部屋の場合、低域び大さく響いて高域びあまり響かないといラよラな特 
性になっています 。 Acoustic Cal EQ の ALL CH AD 」 UST 補正をすると8日〜] 6日 [ ms ] (図 
2:ホの部分)のデータを取得するため、低域の音量び大きく高域びルさいと判断し、 EQ の力ーブ 
は高域を上げぎみに補正します。ところび、スピーカーから直接耳に届く約4日 ms じ(内の特性は 
高域を上げる必要びないくらい十分な音量び出ていますので 、 Acoustic Cal EQ 補正をすると 
高域びさつく感じることびあります。このような場合にはスピーカーからの直接音を補正する意 
味で、 Advanced EQ Setup で30〜曰〇 [ ms ] (図2:青の部分）く 5いを指定して補正をすると、 
スピーカーか!5の直接音(初期反射音を含む)がフラットになり、聞きやすい音場になりまず。 



80 


160 時間 [ ms ] 


■Advanced EQ Setup での補正時間心置のホめかた 

Ago Cal EQ Pro . ではなく 、 Acoustic Cal EQ 補正では、マイク入力のデータ取得時間び 80 
〜] 6 日 [ ms ] 個]:ホの部分)の固定になっています。それに対して 、 Advanced EQ Setup では、 
日〜 8 日 [ ms ] の中の] ポイントに日 [ ms ] 幅）（図]:青の部分)をお客様び選択できます。 

の 

•補正時間位置の設定は、製品本体の機能に Q Professional 」 の手動設定 Advanced EQ Setup 
での設定です。自動設定 （[Auto MCACC ]) を行った場合、この設定は不要です。（与 VSA - 
AX 1 AH 取扱説明書67〜7日ページ参照） 

図1マイク入力のデータ取得時間の比較 


グラフの見かた 



レベル犯 
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グラフの見かた（つづさ） I 


補正時間 
指定ポイント 



FLch 低域 
FRch 低域 
FLch 高域 


パターン 2. チャンネルごとに强響特性が異なる場含 

図3のようにチャンネルごとに残響特性び異なっている場合 、 Acoustic Cal EQ 補正をすると 
8日〜16日 [ ms ] (図3:赤の部分)のデータを取得するため、スピーカーから音び放射されてから 
8日きに、徐々に各チャンネルの音色びそろってくるようになります値接音の特性をそ 
ろえることはできません)。しかし、音像の定位感や移動感、各スピーカーからの音のつなびりは、 
残響音ではなく各スピーカーからの直接音(初期反射音を含む)に左ちされます。このような場合 
には、 Advanced EQ Setup で30〜曰〇 [ ms ] (図3:青の部分）く 5いを指定して補正をすると、 
各チャンネルの直接音がそろい、音像の定位感や移動感、各スピーカーか5の音のつながりが理 
想的な音場になりまず。 

図3 



-> 

0 80 160 時間 [ ms ] 

ノくターン 3. 低域と高域、および各チヤンネルの残響特性が似ている場合 

図4のように、各周波数、各チヤンみレの残響特性び似ているような場合には、残響特性び悪影響 
を及ぼすことはありませんので、 Advanced EQ Setup ではなく 、 Auto MCACC で 「 Option 」 
の 「Auto Mode 」 を [Acoustic Cal EQ ] にして、設定することをお勧めします。そうずること 
で、直接音および残響音をすべて含んだトータルでの補正が行われ、理想的な音場空間を再現で 
きます。(与 VSA-AX ] AH 取扱説明書 ] 2、61ページ参照） 


W _ _ _ FRch 高域 

◄ - ► I-1 

- - -> 

0 80 160 時間 [ ms ] 

の 

•Advanced EQ Setup の設定で、どの時間位置に設定するかわからないときは3日-5日 [ ms ] を 
指定してください。しかし、グラフ表示を見てその時間位圍こし巧れかの周波数帯で特異な残響 
カーブびあるとさは、何か突発的な変化と考えられるため、 30-50 [ ms ] の時間位置は選択せず、 
他の時間位置を選んで<ださい。 

•Advanced EQ Setup での補正時間位圍ま、設定する時間位置を変更しなびら、聴感上もっと 
わ長いと感じる位置を選ぶのわ良い方法です。 

•補正時間位置の設定は、パソコン上では行えません。製品本体の機能 「Advanced EQ Setup 」 
の設定で、製品本体の日 SD 画面上でのみ行えます。 




4 レベル目 


図 


d 


グラフの見かた 
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グラフの見かた（つづさ ） I 


これは、残響の大きい部屋だと考えられます。お客様のお好みにもよりますび、もし可能であれば、 
よりデッドな音響空間を作るため吸音材などの対策をとることをお勧めします。 

ケース2.特定のチャンネルのみ残響特性が異なっている場合 



::同 


」 2j 

お if 


SBL 

SBR 


これは、そのスピーカーの付おに、再生音に影響を与えるものびあると考えられます。もし可能で 
あれば、その影響を少なくする対策をとることをお勧めします。 
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■部屋の残響巧策の確認 

グラフから部屋の残響特性びわかります。じ(下に4つの例を挙げますので、グラフを見るとさの 
参考としてください。 

ケース1 • 全周液数帯域でグラフがち上がりになっている場合 


グラフの見かた 

























グラフの見かた（つづさ ） I 


ケース 3. 特定の周液数のみ强響特性が異なっている場含 




これは、その周波数帯の再生音に影響を与えるものびあると考えられます。わし可能であれば、そ 
の影響を少なくする対策をとることをお勧めします。 

ケース 4. 特定のチャンネルのみ立ち上がりが遅い場合 


これは、スピーカーの設置び不安定なときに起きることびあります。もし可能であれば、スピー 
力ースタンドなどの ± 台を しっかりと安定させることで、 他のスピーカーと特性をそろえること 
びでさる場合びあります。 

の 

いずれのケースも 、 [Auto MCACC ] ※を行うことで、部屋の特徴を考慮した補正時間位置を自動的に 
選択して補正するので、最適な音場を得ることびできます。(与 VSA - AX 1 AH 取扱説明書12、61ぺ一 
ジ参照） 

※[〇内 ion ] の [Auto Mode ] を [ ALL ]、[ ALL(Keep SPsettin 呂)]または [Aco Cal EQ Pro .] を選んだときのみ残響を考慮した 
自動補正を行います。 、 

続< 表紙へ e 


グラフの見かた 



r - 州 ri 

民 0 

Ml 」 

叫」 

E ，」」 \d 梓 

hjJ 」 jJlw 

Kva か 

Fit mmd 

r— 

雜 5 し 
: SK 

■ PR 

■ or 

■ h 
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グラフの見かた（つづさ ） I 


■ EQ 補正後の残響特性の表示 

この機能ではく EQ 補正: ON 〉 の状態での部屋の残響周波数特 I 年を表示することびできます。補正 
の効果は、補正前に比べて各周波数ごとのグラフび EQ の補正分だけ平行移動し、指定した時間軸 
上のあるポイントでグラフびそろラことで確認でさます。 EQ 補正後グラフ表示の簡単な手順例 
は(下のとおりです。 

①測定開始前に製品本体と PC を接続ずる。 卜己ぺージ) 

③ Auto MCACC の [ ALL ] または [ALUKeep SPse け ing )] を行う。 

(与 VSA - AX 1 AH 取扱説明書12、61ぺージ参照） 

EQ 補正を [Aco Cal EQ Pro .] で行うので、残響特性も測定します。 

③ [Reverb Output PC ] でデータ受信•保存ずる。 

EQ 補正前の残響特性グラフを表示することびでさます。 

广邸-^ 


，萬-- 



④次に [Reverb Measurem 飢 t ] を [EQ ON ] で行う。 

(^ VSA-AXl AH 取扱説明書69ぺージ参照） 

現在選ばれている MCACC MEM 日 R 丫の EQ 補正で残響特性を測定します。 

⑥ [Reverb Output PC ] でデータ受信•保存ずる。 

EQ 補正後の残響特性グラフを表示することびでさます(下のグラフは Aco Cal EQ Pro . 
の補正時間位置を2日〜4日 [ ms ] で EQ 補正したあとの残響特性です)。 


I ;間 



•[Reverb Measurement ] などで測定された残響特性の PC 通信用データは、一度電源を日ドドに 
すると消去されてしまいます。 

•補正前と補正後のグラフは結果びわかりやすいよラに2次元表示させています。 表 へ0 
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グラフの見かた 

































その他の傑能 


Advanced MCACC で測定した残響周波数特性データの他にも、設定データを受信してパソ] 
ン上で確認したり、設定結果を保存することびでさます。 

■受信でさる測定データ 

1 .Speaker S 目 ttin 呂(スピーカーシステムおよびク□スオーバー周波数の設定） 

2. Channel Level ( スピーカー出カレベルの設定） 

3. Speaker Distance (スピーカーまでの距離の設定） 

4. X-Curve (視聴上の高域補正） 

5. Acoustic Cal EQ (視聴環境の残響特性の補正） 

■測定データの受信と保存 

受信を開始する前に、製品本体とパソコンび接続されていること (5 ぺージ) 、 製品本体の操作で受 
信したい MCACC MEM 日 R 丫び選択されていること（与 VSA - AX 1 AH 取扱説明書39ぺージ参 
照)、データ転送するスタンバイ状態になっていること (6 ページ) をご確認ください。 


① メニユーバーの [ File ] か!5 [Other Amp Parameters ]-► [ Receive ] を選ぶ 0 



Open り 〉… CtrKO 

Cl Me に） 

画 &3 、 で运） 

Save At ( る ) _ 

イ Receive® 

お Pftnt(P> 

み FVevi ッ r 邮 




ExitQp 



その他の機能 
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その他の機能（つづき）) 


③ RS -232 C を接続している COM ポート番号^を選択して [0 K ] を選ぶ 、 c 

《(：日1\/1ポート番号びわからない場合は、 [ COM 1 ] から順番に選んで実行してみてください。 





1 


1 - 



OK CANCEL 




COM ポート番号の 
'選択ボックス 


COM ポートの設定については、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 
データの受信び開始されます。（データ転送時間:約]日秒） 


終了すると、[名前を付けて保を]の画面び開さます。 

⑤保存ずる場所を確認し、ファイルに名称を付けて[保存]を選ぶ。 

フアイルは、 CSV 形式な広張テは [ CSV ]) で保存してください。 


•誤動作防止のため、データ通信完了繳まパソコンと製品本体を接続している RS -232 C ケーブル 
を外しておいてください。 

•[Other Amp Parameters ] では、一度電源を切ったあとでも 、 MCACC MEMOR 丫に保存され 
ているデータを受信することびでさます。 



Advanced MCAC 


その他の機能 


20 


続< 表紙へ e 





















その他の機能（つづき）) 


0.0 dB O.OdB 0.0 dB 


O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 


O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 


O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

Q.OdB 

O.OdB 


500 Hz 1kHz 2kH2 '4kHz 8kHz 16kHz 


1kH2 

2kHz 1 

4kHz 

8kHz 

16kHz 

Trim 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

OOdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

OOdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

OOdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 


250 Hz 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 


260 Hz 
-a.OdB 
+1.5d 日 
-I.OdB 
-2.5dB 
+3 ' 已 dB 
+2.5d 日 
-1.5dB 

250 Hz 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 


'4kH2 

8kH2 

+2.0dB 

-1.5dB 

+2 .已 dB 

+2.5dB 

+3.5dB 

-I.OdB 

+0.5dB 

-0 .日が 

O.OdB 

-0.5dB 

-0.5dB 

O.OdB 

■^0.5dB 

-0.5dB 


Trim 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 


Trim 
-0'5d 日 
+3.0dB 
+1.0dB 
+1.0dB 
O.OdB 
O.OdB 
+1.0dB 


500 H2 

1kHz 

-4.0dB 

-0.5dB 

-3.5d 日 

-4.5dB 

-4.0dB 

-2'Od 日 

-2.5d 日 

-2.5dB 

-2.5dB 

+0.5dB 

-2.5dB 

+0.5dB 

-3.0dB 

-2.0dB 


250 Hz 

500 Hz 

1kHz 

2 kHz 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 


'4k He 

8kHz 

16kHz 

Trim 

O.OdB 

O-OdB 

1 O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O-OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

0—0 犯 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 

O.OdB 


125 Hz 
+3.5dB 
-3.5dB 
+3.5dB 
+1.5dB 
-2'OdB 
-3.0dB 
+2.0dB 

125 Hz 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 

125 Hz 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 

125 Hz 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 


63 Hz 

+2.5dB 

+4.5dB 

+3.0dB 

+5.5dB 

+3.0dB 

+3.5dB 

+6.0dB 

63 Hz 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 

63 Hz 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 

63 Hz 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 
O.OdB 


38 * Acous む c Cal EQ 


; 39 


,40 

All Ch Adjust 

.41 j 

Left 

42 

Center 

43 

Right 

； 44 

Surround R 

45, 

Surr Back R 

； 46, 

Suit Back L 

,47 

Sub Woofer 

48 


涩 

；51 

Front Ch Align 
Center 

Surround R 

M. 

Surr Back R 

E2 

Surr Back L 

54 

Surround し 

酱 


已 6 

Customi 

，わ j 

Left 

:即 

Center 

曲 

Right 

60 

Surround R 

,01 

Surr Back R 

,62 

Surr Back L 

が 

Surround L 

: 64 


65 

Custom2 

立 

Left 

:が 

Center 

68 

RigM 

,69 

Surround R 

「お 

Surr Back R 

7f 

Surr Back L 

: 72 

Surround L 

73 


74 

* X-Curve 


A B C C E F 日 H I J K L 


35 jSub Woofer 


ぶ 


•Acoustic Cal EQ のデータは 、 Auto MCACC で選択された [EQ type ] によって [All Ch Adjust ] 
または [Front Ch Ali 呂 n ] の欄へ表示されます。また 、 [EQ Ad 山 st ] (与 VSA-AXl AH 取扱説明 
書66ページ参照)でチャンネルごとの周波数特性を調整したときはに ustoml ] へ表示されま 
す (Auto MCACC のデータを [EQ Ad 山 st ] にて調整したときわ同様です）。 

•本機ではに ustom 2] は使用されません。 

•定在波制御 （ Standin 呂 Wave ) については表示されません。 
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[DAT 口 

2006.05 ,2313:52 


* Speaker Setting 



Front 

Large 

Center 

Large 

Surround 

Large 

Surr Back 

Large x 2 

Sub Woofer 

Yes 



Crossover 

80 Hz 



* Speaker Distance 

Left 

3.10m 

Center 

3.20m 

Right 

3.20m 

Surround R 

2.50m 


巧 Surr Back R 
. ぶ 1 お Lirr 目 ack し 
_22. iSurround L 
2.8 jSub Woofer 


_24 

造— 

M. 


29 


* Channel Level 


Left 

— jCenter 
如 j Right 
巧 iSurround R 
_32 jSurr Back R 
_33 jSurr Back し 
3_4_; Su"ound L 


2.60m 
2.60m 
2, 即 m 
3.50m 


-2'Od 日 
-5.0dB 
-2'Od 目 
-1.5dB 
+0.5dB 
-I.OdB 
-I.OdB 


■保存した測定データの呼び出し 

保存した CSV 形式ファイルを、本アプ u ケーシヨンソフトとは別のアプ u ケーシヨンソフト(表 
計算ソフトなど）を使って開くことびでさます。 

ファイルはパソコンへ受信した日付とともに 、 Speaker Setting、Channel Level、Speaker 
Distance、Acoustic Cal EQ の各項目について、 liTF のような情報び表示されます。 


3 3 3 3 3 3 
d d d d d d 
o o o o o o 
o o o o o 

d d d d d d 
o o o o o o 
o o o o Q o 


d d d d d d 
o o o o o o 
o o o o o o 


z 白 B B B B 
H d d d d d 

o o o o o o 


如 11• 


o 


B 白 BBBBB 
ホ ddddddd 
非 5500005 
62 ci 52212 

1 « ♦ - - _ - t 


iH 王棚 
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アプ y ケーシヨンの更新/削巧 


■アプリケーションの更新 

Advanced MCACC アプ U ケーションのバージョンアップび行われたときは、ダウン□-ドサ 
イトに最新のインストーラーファイルび添付されています。それをダウン□ー ドして、パソコン 
にアプ U ケーションを上書きインス!-ール(更新)することびできます。 

の 

アプ U ケーションのノくージョン情報を確認するには、メニューノく一から [ Help ] 一 [Version Info ] 
を選びます。下記の画面び表示されて、 ( Version 1 .4 などと）バージョンを確認でさます。 



Copyri か日日 3-2 日叫 Pioneer Corporation. All 向か ts ： Reserved 


I OK 


①ダウン□ー ドした新しいインストーラーファイル 圆 をダブルクリックずる。 

InstallShield ウイヴードび表示されます。 

③[修復]を選ぶ。 



続く^^ 
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アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 


表紙へ© 





























アプリケーションの更新/削除（つづきり 


③ [0 K ] を選ぶ C 


④[完了]を選ぶ C 





インテナンスの完了 


InstallShield ウイサ-ート"13、 Pioneer Advanced MCACC 上の;〇テナンスき 


完了しました。 


<戻麵 !…………策 T 


アプ IJ ケーシヨンの更新を終了します。 


困ったとを 


[修復]を選ぶと、エラー表示び出てインス I -ールでさない。 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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アプリケーションの更新/削除（つづきり 


■アプリケーションの削除 

次の2通りの方法で、パソコンからアプ U ケーションをアンインストール(削除)できます。 

方法1.パソコンのコント□ールパネルか!5削除ずる 

[スタート]メニューから、戲赶一[コント□-ルパネル]一[アプ U ケーンョンの追加と削除]を 
選んで行ってください。 

方法 2. ダウン□ー ドしたインストーラーファイルを起動して削除ずる 

①インストーラーファイル 國 ( PioneerAdvancedMCACC 」_ ve し* _*. exe ) 

をダブルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

③梢 y 除]を選ぶ。 



③ [0 K ] を選ぶ。 



続< 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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アプリケーションの更新/削除（つづき） 


④[はしリを選ぶ C 


i 売み■巧り専巧77イルをお化 


遇巧したわ勺3ンは、：<7イルきシステムにインスト-ルする、システムから7ンインスト-ルする、または 
雨方き要ボします。システム上で也要とする77イル巧巧き実施中Iこ i 売みとリ専巧77イル 
0：¥ Program Files が ioneer Corporation^Pioneer Advanced MCACC¥vcI60.bp 
しました。セット 7 ッリこよる 77 イル巧巧き実施する場合は、はし 、访りリッウして<ださい。実 
施しなし1場合は、いし1え]きクリ川します。 


强岛邸體舉招；! EEli 爭强蜡] 

はい CY) I _いいえ咱）」_キトンセル」 


上記の画面で[はい]を選んだあと、再度同じ画面び表示されることびあります。その場合は、もう 
一度[はい]を選んでください。 


⑥[完了]を選ぶ C 



がナンスの完了 


InstallShield ウイサ■■、ート "I ま、 Pioneer Advanced MC ACC 上のインテナンスき 


7E 广しました。 


く驗纏」[:::諸 I : 



アプ IJ ケー シヨ ンの削除を終了します。 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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困ったとを 


Advanced MCACC アプ U ケーシヨンを使うとさ、ご使用のパソコンのシステム環境や他のア 
プ U ケーシヨンとの相性など、さまざまな要因によってエラーなどび出ることびあります。その 
ようなときには、参考のため(下のトラブルシューティング項目をご覧になってください。それ 
でも問題び解決しない場合は、パイオニア•カスタマーヴポートセンターへご相談ください。 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フ U —フオン） 

DD70-8Q0-8181-22 

(受付時間など詳細については、製品本体の取扱説明書に情報びあります。） 


ンの動作が不安定/異常な動作をずる 


原因)使用しているパソコンの環境が必要条件を満たしていない場合、動作が 
遅くなったりフリーズしたりずるなど、不安定になる場合がありまず。 
► アプリ ケ~シヨンを使用するための PC 環境の必要条件にぺ~ジ) をご確認 < だ 
さい。すべての条件び満たされないと、アプ U ケーシヨンはご使用になれません。 


Advanced MCACC アプリケーシヨンをインストールできない 


原因 1) システムリソースが足りないなどの理由で、エラーメッセージが表示さ 
れることがありまず。 

一下記のエラーび出たとさは、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーションを起動し 
ない状態で、インストーラーファイル ( PioneerAdvancedMCACCLLve し* _* exe ) 
を起動してください。 


〇 


InstallShield でぶ、: r CiKemel.exe) をイ^ストールできませんでした。 
指ちしを升 W スから読み切れません。 


.. り . IT. 


原因 2 )Advanced MCACC アプリケーシヨンと他のソフトウエアとの相性 
により、インストールがうまくいかないことがありまず。 

一(下の順番で実行してみてください。 

1) パソコンで他のアプ U ケーシヨンも起動している場合は、他のアプ U ケーシヨンを終 
了してから、インストーラーフアイル ( PioneerAclvanceclMCACCJ _ ver _ V . exe ) を 
起動してください。 

2) それでもうまくいかない場合は、パソ]ンを再起動して、他のアプ U ケーシヨンを起動 
しない状態で、インストーラーファイル ( PioneerAdvancedMCACC 丄 ve し* _* exe ) 
を起動してください。 


続、 


困つたとを 
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困ったとき（つづき） 1 


続< 表紙へ e 
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測定データをパソコ ンへ 転送できない 


原因1 ) 偶発的に転送エラーが起こることがありまず。 

一一度エラーび起こった場合でわ、わう]回データ転送を試してください。通信可能に 
なるとさびあります。 

原因 2) データ送受信時のエラーにより、下記のようなエラーメッセージが表示 
されることがありまず。 


Time occurred. 


写 K::]l 



^1^下の項目を一つずつ試してみてください。 

1 ) 製品本体のセットアップ画面に、に tart the MCACC application on your 
PC ] と表示されているか確認する。（この表示は、製品本体からびパソコンへデー 
夕転送可能な状態であることを表しています。） 

2) RS -232 C ケーブルび正しくつなびれているか確認する。（ケーブルの接続を変更 
するとさは、各機器の電源コードをコンセントから抜いてから行ってください。） 

3) 他のアプ U ケーシヨンを終了する。 

4) C 日 M ポート番号を確認する。 

5) 使用している RS -232 C ケーブルび正しいタイプのものか確認する。 (一己ぺージ ） 

6) Advanced MCACC アプ U ケーシヨンを再起動する。 

7) パソコンを再起動する。 

原因 3) 下記のエラーメッセージが表示されて、データ通信できない状態になっ 
ていることがありまず。 

パソコンまたは、その C 日 M ポートを使用しているアプ U ケーシヨンソフトの取扱説 
明書をご覧になり、接続している C 日 M ポートを通信できる状態にしてください。 


Advanced MCACC 




OK 


Advanced MCACC 


困つたとを 













































困ったとき（つづき） 1 


表紙へ© 


Advanced MCACC アプリケーシヨンをノくージヨンアツプできない 


原因 1) システムリソースが足りないなどの理由で、エラーメッセージが表示さ 
れることがありまず。 

一 ► Advanced MCACC アプリケーションをインストールできない （26 ぺージ) の 

原因1 ) と同じエラーび出たとさは、ノ（ソコンを再起動して他のアプ U ケーション 
を起動しない状態で、インス I -ーラーファイル 
( PioneerAclvanceclMCACC 」_ ver _*_*. exe ) を起動してく ださい。 

原因 2 )Advanced MCACC アプリケーションと他のソフトウエアとの相性 
により、インストールがうまくいかないことがありまず。 

一下の順番で実行してみてください。 

1) パソコンで他のアプ U ケーションも起動している場合は、他のアプ U ケーション 
を終了してから、インス I -ーラーファイル 

( PioneerAclvanceclMCACC 」_ ver _*_*. exe ) を起動してく ださい。 

2) それでもラまくいかない場合は、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーションを 
起動しない状態で、インス I -ーラーファイルを起動してください。 

原因 3) インス I ラーの[修復]を選んでも、パソコンの環境によっては正しく 
動作しないことがありまず。 

一梢 U 除]を選んでアンインス!-ールしてから、新規に新しいバージョンのアプ U ケー 
ションをインストールしてみてください。 


グラフを印刷でさない 


原因) ALL 表示グラフは巧刷できません。 



ALL 表示 


^印刷したいチヤンみレまたは周波数の個別表示グラフに変更して、印刷してください。 

28 続く、 


困つたとを 
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困ったとき（つづき）) 


原因）ご使用任 
使えなレ 


ン操作で一部使用でさない機能がある 


ご使用の製品用ではないアプリケーションソフトを使用ずると、正しく 
いことがありまず。 

ご使用になっている製品型番を確認して、それに対応したアプ U ケーションソフトを 
使用してください。 


パソコンと RS -232 C ケーブルでつないであるとき、製品本体が誤作動ずる 


原因）製品本体とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続している場合、パソコ 
ンを操作したときに自動的に製品の電源が入ることがありまず。 

使用しないとさは接続を外しておいてください。 


EQ 補正後残響周液数特性表示のグラフがフラットにそろわない 


原因1 ) グラフの傾斜は残響特性を示していまず。部屋の残響特性そのものは、 
EQ 補正だけでは直ずことができないため、グラフの傾斜角度は補正前 
後でも同じになりまず。 

補正により、各周波数ごとのグラフび EQ の補正分だけ水平移動します。補正の効果 
は、指定した時間軸上のあるポイントでそろうことび確認できます。 

残響特性(グラフの形状)そのわのは、視聴環境を改善しないと変化しません。 

(一13〜巧ぺージ） 

原因 2) さまざまな原因によって 、 ALL CH ADJ で補正を行っても周波数特性 
のグラフはフラットにな!5ないことがありまず。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最良となるよう自動的に補正を行います。 


Manual MCACC の EQ Adjust で調整した補正量が補正後表示のグラフに 
反映されない 


原因）残響周液数特性の表示では、各帯域を分析フィルタで分析したものを表 
示しまず。一方、 EQ 補正は専用のフィルタを使用して信号の補正を行つ 
ており、分析フィルタと EQ 補正専用フィルタのお状の違いがグラフに 
反映されないことが原因でず。 

Auto MCACC の場合は、このフィルタ形状による違いも考慮したうえで補正を行つ 
ています。 


スピーカーシステムの設定で [ SMALL ] と設定されたスピーカーの低域が 
補正されていない 


原因） [ SMALL ] に設定されたスピーカーは、 EQ による低域の補正は巧いま 
せんが、残響特性の表示はスピーカーか！5出る音の純粋な特性を示ずた 
め、低域補正をしていない状態での特性がそのまま表示されまず。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適切な補正を行っているため、に MALL ] 
に設定されたスピーカーの低域補正には問題ありません。 
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困つたとを 
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